
　【※３】新規登録した月から起算して13年を超える車両については、表1の【※1】【※2】にか
　　　　　かわらず、【※3】の税率が適用されます。ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、
　　　　　メタノール軽自動車、混合メタノール軽自動車、ガソリンを内燃機関の燃料として用い
　　　　　る電力併用軽自動車、被けん引自動車は除きます。

　なお、平成27年4月1日から平成28年３月31日までに新車登録した一定の環境性能を満たす車両
（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年４月から平成28年3月のもの）（表２）について、
平成28年度分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

（表2）

　＊　(イ)、(ウ)については、ガソリンを内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
　＊　各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。
　＊　表１の【※２】に該当する場合であっても、表２の (ア) (イ) (ウ) いずれかに該当する場合に
　　　は表２の税率が適用されます。

●問い合わせ先：住民福祉課　税務保険班 　☎７７－２２２２

車　　　種

平成28年度のみ

(ア)
電気軽自動車・天然ガ
ス軽自動車（平成21年
排出ガス基準10％低
減)

(イ)
●乗用：平成17年排
　出ガス基準75％低
　減達成（★★★★）
　かつ平成32年度燃
　費基準＋20％達成
　車
○貨物用：平成17年
　排出ガス基準75％
　低減達成(★★★★)
　かつ平成27年度燃
　費基準＋35％達成
　車

(ウ)
●乗用：平成17年排出
　ガス基準75％低減達
　成（★★★★）かつ
　平成32年度燃費基準
　達成車
○貨物用：平成17年排
　出ガス基準75％低減
　達成(★★★★)かつ
　平成27年度燃費基準
　＋15％達成車

三輪車 1,000円 2,000円 3,000円
四輪車乗用（営業用） 1,800円 3,500円 5,200円
四輪車乗用（自家用） 2,700円 5,400円 8,100円
四輪車貨物用（営業用） 1,000円 1,900円 2,900円
四輪車貨物用（自家用） 1,300円 2,500円 3,800円

　村では、次のとおり固定資産税課税台帳を縦覧に供します。

■縦覧期間　４月１日（金）～５月３１日（火）　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　 （土、日、祝日を除きます。）

■縦覧場所　住民福祉課　税務保険班窓口

●問い合わせ先　　住民福祉課　税務保険班　☎（77）２２２２　

固定資産税課税台帳を縦覧します
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　以下の車両については、購入や登録時期にかかわらず、すべての車両について平成28年度分の軽
自動車税から改正後の税率が適用されます。

　【※１】小型特殊自動車については、税率の変更はありません。

　「平成27年4月1日以降に新車登録した車両(自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年4月以後
のもの)(表1の【※2】)」および「新規登録から13年を超える車両(表1の【※3】)」については下表
のとおり新税率が適用されます。
　（表1）

　【※１】平成27年３月31日までに登録済みの車両（自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年
　　　　　３月以前のもの）については、平成27年度以後も改正前の税率が適用され、現在の税率
　　　　　から変更はありません。
　　(＊新規登録から13年を超える車両については、平成28年度から表1の【※3】の税率が適用さ
　　　 れます。)
　【※２】平成27年4月1日以降に新車登録した車両(自動車検査証の「初度検査年月」が平成27年4
　　　　　月以後のもの)について、改正後の税率が適用されます。
　　(＊平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新車登録した三輪・四輪以上の軽自動車で、
　　一定の環境性能を満たす車両については、平成28年度に限り表2の税率が適用されます。)

平成28年度から
軽自動車税の税率が変わります

車　　　種 平成27年度まで 平成28年度から

原動機付自転車

　総排気量50cc以下 1,000円 2,000円
　総排気量50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
　総排気量90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
　ミニカー（三輪以上） 2,500円 3,700円

小型特殊自動車
【※1】

　農耕作業用のもの 1,600円 1,600円
　その他のもの 4,700円 4,700円

　専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円
　軽二輪車（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円
　二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円
　被けん引車 2,400円 3,600円

車　　　種
平成27年3月31日ま
でに登録済みの車両

【※1】

平成27年4月1日以降
に新車登録した車両

【※2】

新規登録から13年を
超える車両

【※3】
三輪車 3,100円 3,900円 4,600円
四輪車乗用（営業用） 5,500円 6,900円 8,200円
四輪車乗用（自家用） 7,200円 10,800円 12,900円
四輪車貨物用（営業用） 3,000円 3,800円 4,500円
四輪車貨物用（自家用） 4,000円 5,000円 6,000円

（１）原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等

（2）三輪・四輪以上の軽自動車
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教育委員会　  ☎60ー9000

事 務 局 長 大 沢 　 寿

診　療　所　  ☎77ー2042

・村民の健康保持に必要な医療
を提供しています。

所 長 栁 　 一 雄

歯 科 医 師 関　口　秀　峰

事 務 長
（副村長兼務） 鈴　木　壽美子

事 務 長 補 佐 石 川 悦 子

係 長 北 林 　 勉

係　長(看護師) 齊 藤 青 美

係　長(准看護師) 五十嵐　美穂子

臨 時 職 員 １　名

杉　風　荘　  ☎77ー2761

・杉風荘は介護保険法及び老人
福祉法の規定に基づいて、要
介護認定者のお世話をしてい
ます。また、上小阿仁村老人
短期入所事業所と介護予防短
期入所事業所を併設し、介護
サービスを提供しています。

施 設 長 小 林 雄 幸

係　長(生活相談員) 齊 藤 貴 明

主　査(管理栄養士) 片　岡　　　恵

主 事 北 林 　 幸 太

主　査(看護師) 大 沢 博 子

主　査(看護師) 魚 住 千 尋

主　査(看護師) 田 口 リ カ

主　査(准看護師) 佐　藤　留美子

主　任(准看護師) 田 中 陽 子

係　長(介護員) 山　田　きみ子

係　長(介護員) 齊　藤　明　子

係　長(介護員) 伊　藤　真紀子

主　査(介護員) 佐　藤　留美子

主　査(介護員) 萩　野　里　実

主　査(介護員) 幸　坂　弘　子

主　査(介護員) 田　中　みどり

主　査(介護員) 浅　野　真由美

主　任(介護員) 萩　野　人　美

主　任(介護員) 小野寺　　　梢

臨 時 職 員 28　名

各施設の電話番号

村 図 書 館 ７７－２０８８

上小阿仁小中学校 ７７－２０４８

トレーニングセンター ７７－２０４４

上 ノ 岱 ヒ ュ ッ テ ７７－２７２２

地 域 セ ン タ ー ７７－３２２６

山 ふ じ 温 泉 ７７－２４５４

若 者 セ ン タ ー ７７－２０３０

高齢者生活福祉センター ７７－３０５７

林務商工班
・木材産業の振興と次世代へ緑

豊かな資源を残すため、森林
を守る計画管理をおこなって
います。

・村特産品の開発や雇用の促進
などの商工業の振興と観光開
発をおこなっています。

課 長 補 佐 兼
林務商工班長 石 川 　 治

主 事 櫻　庭　太　一

主 事 鈴 木 和 也

副主任技能員 村　田　幸　生

総務学校班
・学校教育に関する事業をおこ

ない、児童・生徒の学力向上
に向けた施策をおこなってい
ます。

係 長 兼 総 務
学 校 班 長 髙　橋　舞　子

臨 時 職 員 １　名

生涯学習班
・一人ひとりが自由に、そして

自らテーマを選び、自分に
合った方法をとりながら、年
齢を越えて生涯に渡って必要
なことを、必要なときに学ぶ
ためのお手伝いをしています。

主 任 兼 生 涯
学 習 班 長 上　杉　大　志

臨 時 職 員 ３　名

建　設　課　  ☎77ー2224

課長(産業課長兼務) 武 石 　 晋

建設班
・村道、河川等の維持や公園、

緑地の管理をおこなっています。

・安心して飲めるきれいな水の
管理や上下水道の管理、各家
庭への給水するための受付や
水道管の事故を防いだりします。

主 査 兼
建 設 班 長 田 中 　 孝

主 任 佐々木　太功郎

主 事 畠 山 彩 加

主 任 技 能 員 齊 藤 　 論

臨 時 職 員 １人

野外生産試作センター
 ☎77ー3596

主 任 大　沢　直　仁

副主任技能員 伊 藤 　 茂

役場職員の配置 と主な仕事を紹介します役場職員の配置 と主な仕事を紹介します
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平成２８年度

村　　 長 小 林 悦 次

副 村 長 鈴　木　壽美子

教 育 長 髙 橋　　 充

議会事務局　  ☎77ー2226

・本会議や委員会の準備など、
議会の活動が円滑におこなわ
れるためのサポートをしてい
ます。

事 務 局 長 田 村 秀 幸

臨 時 職 員 １　名

かみこあに保育園
（認定こども園）☎77ー3470

・就学前のこどもを受入れ、次
世代を生きる子どもたちを心
豊かに、健やかに育てること
を目標とし、保育をおこなっ
ています。

園 長 原　田　眞貴子

主　査(保育士) 北　嶋　千　春

主　査(保育士) 松　岡　　　環

主　任(保育士) 三　浦　　　裕

臨 時 職 員 ８　名

総　務　課　  ☎77ー2221

課 長 兼
選挙管理委員会書記長

小 林 博 隆

住民福祉課　  ☎77ー2222

課 　 　 長 加 藤 浩 二

企画班

・村の発展計画や立案、企画振
興、統計、広報活動を行って
います。

（選挙管理委員会）
・村長や議員を選ぶための選挙

などの事務をしています。

課長補佐兼企画班長 中　島　英　樹

主 査 田 村 勇 輝

主 任 田 口 和 也

住民福祉班
・各種証明書の発行や生活に密

着したさまざまな届出などを
受け付けています。

・外国人の住民登録やパスポー
トの申請も受け付けています。

・子育て支援や障害者支援、年
金や介護保険に関する福祉に
ついてお手伝いしています。

・災害から村民の生命と財産を
守るための対策や、消防に関
する仕事をしています。

係 長 兼 住 民
福 祉 班 長 渡 邉 　 保

主 査 森　川　真　澄

主 任 畠 山 佳 洋

主 　 　 事 伊　藤　史　織

主 　 　 事 小　林　大　輝

主 　 　 事 船 木 孝 平

臨 時 職 員 １　名

会計班
・村のお金の管理や支払い、収
納業務などをおこなっています。

課長補佐兼会計管
理 者 兼 会 計 班 長

齊 藤 幹 雄

係 長 小　林　瑞　穂

秋田県町村電算システム共同事業組合派遣

主 査 小 林 　 圭

総務財政班
・村長、副村長の仕事の調整や

職員の採用、給与などをおこ
なっています。

・その他村の条例や規則に関す
る業務や村の総合的な業務を
しています。

・村の財政や財産の管理、みな
さんから納められた税金など
を村民のためにどのように使
うかを考えています。

係 長 兼
総務財政班長 大　沢　陽　一

主 任 福 田 佳 子

主 事 泉　谷　春　花

臨 時 職 員 １　名

税務保険班
・税の証明書の発行、軽自動車

税、住民税、固定資産税、国
民健康保険税の税金を決めた
り徴収をおこなっています。

・後期高齢者医療保険、福祉医
療、高額医療について申請を
受け付けています。

課長補佐兼税
務 保 険 班 長 大 沢 誠 子

係 長 小　林　逸　人

主 査 木 村 　 研

主 事 宮 越 大 貴

産　業　課　  ☎77ー2223

課長(建設課長兼務) 武 石 　 晋

農務班
・農業全般の発展を目指し、振

興計画等により農家の人たち
が、おいしいお米や野菜をた
くさん作れるように指導した
りします。

(農業委員会)
・農地の利用調整等適正な管理

を図り、農業経営の合理化に
関する事項、農業生産、農業経
営に関する調査及び研究など
情報提供をおこなっています。

課 長 補 佐 兼
農 務 班 長 石 川 　 治

主 事 伊　藤　勝　哉

主 事 田　中　瑞　希

臨 時 職 員 １　名

健康推進班
 ☎77ー3008

・予防接種や村民の健康診断な
どをおこなっています。また、
妊娠している人や赤ちゃんの
健康に関する仕事をしています。

・在宅家族介護サービスなど介
護に関する相談を受け付けて
います。

係長(看護師)兼
健康推進班長 田 中 　 誠 子

係　長（准看護師) 萩　野　久美子

主　 査（保 健 師) 庄　司　由　香

技　 師（保 健 師) 福　地　志　保

主 事 山 田 拓 人

役場職員の配置 と主な仕事を紹介します役場職員の配置 と主な仕事を紹介します
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担当課：総務課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年４月

事 業 の 名 称 場　所 工　期 区　分 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期
役 場 庁 舎 冷 房
設 備 設 置 工 事
設 計 監 理 業 務 委 託

上小阿仁村小沢
田字向川原118

H28.4 上旬
～

H28.6 下旬
設計監理 事務室　N=13基 指名競争入札 H28.4上旬

役 場 庁 舎 冷 房
設 備 設 置 工 事

上小阿仁村小沢
田字向川原118

H28.4 下旬
～

H28.6 下旬
給排水暖冷
房衛生設備 事務室　N=13基 指名競争入札 H28.4下旬

物 産 ｾ ン ﾀ ー
・ 秋 田 杉 の 館
外壁塗装等補修工事

上小阿仁村
小沢田地内

H28.4 下旬
～

H28.5 下旬
塗 装 外壁塗装等補修　１式 指名競争入札 H28.4下旬

担当課：教育委員会

事 業 の 名 称 場　所 工　期 区　分 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

健康増進トレーニングｾンﾀー
ス ロ ー プ 設 置 工 事

上小阿仁村小沢
田字向川原118

H28.7 下旬
～

H28.8 下旬
建築一式 玄関入口へのスロープ設置

(手すり･自動ドア新設) 指名競争入札 H28.7中旬

上 小 阿 仁 小 中 学 校
冷 房 設 備 設 置 工 事

上小阿仁村小沢
田字上ノ岱97

H28.4 下旬
～

H28.6 下旬
給排水暖
冷房衛生設備

校長室　N=1基
職員室　N=2基 指名競争入札 H28.4下旬

担当課：建設課

事 業 の 名 称 場　所 工　期 区　分 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

中 五 反 沢 地 区
舗 装 補 修 工 事

上 小 阿 仁 村
中五反沢地内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
鋪 装 施工延長　L=110m

表層工　　A=495m2 指名競争入札 H28.8下旬

沖 田 面 学 校 線
舗 装 補 修 工 事

上 小 阿 仁 村
沖 田 面 地 内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
鋪 装

施工延長　　　　L=250m
表層工　　　　　A=875m2
ジオテキスﾀイル A=875m2

指名競争入札 H28.8下旬

小 沢 田 大 林 線
舗 装 補 修 工 事

上 小 阿 仁 村
沖 田 面 地 内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
鋪 装

施工延長　L=115m
表層工　　A=720m2
側溝工　　L=115m
集水桝工　N=1基

指名競争入札 H28.8下旬

八木沢線舗装補修工事 上 小 阿 仁 村
八 木 沢 地 内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
鋪 装 施工延長　L=360m

表層工　　A=1,368m2 指名競争入札 H28.8下旬

朦 沢 中 茂 線 舗
装 補 修 工 事

上 小 阿 仁 村
中 茂 地 内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
鋪 装 施工延長　L=250m

表層工　　A=1,250m2 指名競争入札 H28.8下旬

大 林 小 田 瀬 線
道 路 改 良 工 事

上 小 阿 仁 村
大林字菊桜岱地内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
土木一式

施工延長　L=250m
表層工　　A=1,300m2
側溝工　　L=295m
管渠工　　L=295m

指名競争入札 H28.8下旬

上合地線視距改良工事 上 小 阿 仁 村
仏社字上合地地内

H28.8 下旬
～

H28.11 中旬
土木一式

施工延長　L=95m
掘削工　　V=270m3
大型土のう工1式

指名競争入札 H28.8下旬

菊 桜 岱 橋 補 修 工 事 上 小 阿 仁 村
大 林 地 内

H28.7 中旬
～

H28.12 中旬
土木一式

上部工
橋面防水・地覆高欄・伸縮継手
排水工・断面修復・縁端拡幅 １式

指名競争入札 H28.7上旬

沖 田 面 団 地
屋 根 葺 替 工 事

上小阿仁村沖田面
字長根沢地内

H28.6 上旬
～

H28.9 下旬
建築一式

施工戸数　4棟4戸
屋根葺替　
A=169㎡×4戸=676㎡

指名競争入札 H28.5下旬

沖 田 面 地 区
統合簡易水道事業建設工事

上小阿仁村沖田面
・大 林 地 内

H28.7 中旬
～

H28.12上旬
水道施設

送水管φ50mm　L=2,070m
配水管φ100mm　L=710m
配水池   N=2池   V=120m3  V=20m3

指名競争入札 H28.7上旬

小沢田処理場非常用
エンジンポンプ(流入用)
交 換 修 繕 工 事

上小阿仁村小沢田
字様ノ下257 -2

H28.6 上旬
～

H28.9 下旬
機械器具 非常用エンジンポンプ(流入

用)交換修繕　1基 指名競争入札 H28.5下旬

小沢田処理場非常用
エンジンポンプ(放流用)
交 換 修 繕 工 事

上小阿仁村小沢田
字様ノ下257-2

H28.6 上旬
～

H28.9 下旬
機械器具 非常用エンジンポンプ(放流

用)交換修繕　1基 指名競争入札 H28.5下旬

平成２８年度 前期分の公共工事発注見通しの公表

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する事業と内容が異なる場合があります。
※公表にあたり、村では次のとおり対応しています。
　①予定価格が２５０万円を超えないと予想されるもの、秘密にする必要があるものは公表の対象から除外しています。
　②入札及び契約の過程・内容については建設課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表しています。
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担当課：産業課

事 業 の 名 称 場　所 工　期 区　分 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

全 村 植 樹 祭 開
催 跡 地 下 刈 業 務

仏社字国見沢
地内

H28.7 初旬
～

H28.8 初旬
下 刈

事業面積～1.43ha
サトウカエデ、イヌエンジュ、
キハダ植樹箇所の下刈

随意契約 H28.6下旬

南 沢 字 砂 子 渕
地 区 下 刈 事 業

南沢字砂子渕
地内

H28.7 初旬
～

H28.8 中旬
下 刈 事業面積～3.29ha　

雑草木の刈払い 指名競争入札 H28.6下旬

五 反 沢 字 多 々 羅 沢
地 区 搬 出 間 伐 事 業

五反沢字多々羅沢
地内

H28.8 上旬
～

H28.11下旬
搬 出 間 伐

事業面積～12.85ha
ha当たり搬出材積～20㎥以
上30㎥未満（スギ:伐採本数率
20％以上35％以下）

指名競争入札 H28.7下旬

南 沢 字 砂 子 渕 地 区
皆 伐 及 び 運 材 事 業

南沢字砂子渕
地内

H28.8 上旬
～

H28.11下旬
皆 伐 事業面積～2.97ha

皆伐及び市場までの素材運材 指名競争入札 H28.7下旬

南 沢 字 砂 子 渕
地 区 植 栽 事 業

南沢字砂子渕
地内

H28.8 上旬
～

H28.11下旬
植 栽

事業面積～3.62ha
ha当たり植栽本数：2,500～
3,000本、スギ、普通苗

指名競争入札 H28.7下旬

平成28年度 前期分の造林・保育・造材事業発注見通しの公表

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する事業と内容が異なる場合があります。
※公表にあたり、村では次のとおり対応しています。
　①造林・保育・造材事業の発注見通しを年２回公表します。
　②入札及び契約の過程・内容については産業課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表しています。

　
４
月
１
日
よ
り
外
来
受
付
を
６
時
か
ら

７
時
30
分
に
変
更
し
ま
す
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
　
日
本
防
火
・
防
災
協

会
が
行
う
平
成
28
年
度
甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
講
習
日

　
平
成
28
年
７
月
７
日（
木
）～
８
日（
金
）

○
講
習
会
場

　
プ
ラ
ザ
杉
の
子

（
大
館
市
有
浦
１
丁
目
７

−

55
）

○
受
付
期
間

　
平
成
28
年
５
月
20
日
（
金
）
～

　
６
月
１
日
（
水
）

○
受
講
料
　
６
、５
０
０
円

○
申
込
先
　

　
一
般
財
団
法
人
　
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
〒
１
０
５

−

０
０
０
１

　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２

−

９

−

16

診
療
所
受
付
時
間
変
更

の
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
の
開
催
に
つ
い
て

　
日
消
会
館
５
階
　

☎
　 

０
３

−

３
５
９
１

−

７
１
２
１

Fax

　
０
３

−

３
５
９
１

−

７
１
３
０

○
受
講
案
内
・
申
込
書
等
の
入
⼿
方
法

⑴
日
本
防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
入
手
す
る
。

⑵
北
秋
田
市
消
防
本
部
（
62

−

１
１
１
９
）
又
は
最
寄
り
の
分
署
で
申
込

書
等
を
入
手
す
る
。

●
問
合
わ
せ
先
　
　

　
一
般
財
団
法
人
　
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
又
は
北
秋
田
市
消
防
本
部
予
防
課

い
樹
い
樹
か
み
こ
あ
に

応
援
基
金

　
村
で
は
、
平
成
28
年
度
い
樹
い
樹
か
み

こ
あ
に
応
援
基
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
３
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
「
い
樹
い
樹
か
み
こ
あ
に
応
援
基
金
」

へ
の
寄
付
は
１
件
で
し
た
。

　
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
宮
田
貴
志
（
岡
山
県
岡
山
市
）
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【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
】

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
三
位

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
肺
炎
で

の
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
炎

球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
型
が
あ
り
、
こ

の
予
防
接
種
は
そ
の
う
ち
23
種
類
の
型
に

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者
：
左
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◯
接
種
期
間
：
平
成
28
年
４
月
１
日
～
　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◯
接
種
会
場
：
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
推
進
班
よ
り
お
知
ら
せ
　
　
☎ （
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話 （
66
）３
０
０
８

 （
66
）３
０
０
９

　
健
（
検
）
診
申
込
書
が
各
世
帯
へ
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
が
ん
検
診
等
受

診
の
機
会
が
な
い
方
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
健
（
検
）
診
申
込
書
の
提
出
締
切
日

は
、
4
月
21
日
（
木
）
と
な
り
ま
す
。
各

集
落
の
保
健
補
導
員
さ
ん
や
婦
人
会
員
さ

ん
が
配
布
・
回
収
に
伺
い
ま
す
が
、
不
在

の
場
合
等
は
役
場
住
民
福
祉
課
（
健
康
推

進
班
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

無
料
検
診
の
対
象
者
に
は

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
後
日
発
送
し
ま
す
。

　
　
※
年
齢
は
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
　
21
歳

〇
乳
が
ん
検
診

　
　
41
歳

〇
大
腸
が
ん
検
診

　
　
51
歳
～
55
歳

〇
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
総
合
検
診
）

　
　
61
歳
～
65
歳

〇
胃
が
ん
検
診

　
　
51
・
53
・
55
・
57
・
59
歳

　
子
育
て
の
考
え
方
、
あ
り
方
は
時
代
と

と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
昔
は
良
い

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
、
今
は
見
直
さ

れ
て
い
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
を
知
る
こ
と
が
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
と
昔
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
違
い
を
シ

リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

抱
っ
こ
に
つ
い
て

　　昔
　

：
抱
っ
こ
を
し
す
ぎ
る
と

　
　
　「
抱
き
癖
」
が
つ
く

　

今
　

：
抱
っ
こ
は
「
心
の
栄
養
」

　
　
　
ど
ん
ど
ん
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

理
由
：
抱
っ
こ
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
子

ど
も
は
”愛
さ
れ
て
い
る
“
と
実

感
し
ま
す
。
泣
い
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
を
放
置
す
る
こ
と
で｢

泣
い
て

も
意
味
が
な
い｣

と
覚
え
、
感
情

を
表
現
し
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
　

平
成
28
年
度

健（
検
）診
が
始
ま
り
ま
す

対　　象　　者
65歳となる方 昭和 26 年 4月2日生～昭和 27 年 4月1日生の方

70歳となる方 昭和 21 年 4月2日生～昭和 22 年 4月1日生の方

75歳となる方 昭和 16 年 4月2日生～昭和 17 年 4月1日生の方

80歳となる方 昭和 11 年 4月2日生～昭和 12 年 4月1日生の方

85歳となる方 昭和6年4月2日生～昭和7年4月1日生の方

90歳となる方 大正 15 年 4月2日生～昭和2年4月1日生の方

95歳となる方 大正 10 年 4月2日生～大正 11 年 4月1日生の方

100歳となる方 大正5年4月2日生～大正6年4月1日生の方

◯
助
成
額
：
１
回
に
つ
き
、
３
、０
０
０
円

の
助
成
。
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
接
種
費
用
か
ら
助
成

額
を
引
い
た
分
を
医
療
機
関
で
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
７
～
10
組
に
１
組
の
ご
夫
婦
が
不

妊
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご
夫

婦
の
中
に
は
、
治
療
の
費
用
や
身
体
的
・

心
理
的
な
面
で
悩
ん
で
い
る
方
々
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
を

受
け
て
い
る
ご
夫
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
治
療
費
用
（
治
療
の
た
め
の
検
査

も
含
み
ま
す
。）
の
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
県
で
行
っ
て
い
る
「
秋
田
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
」
の
限
度
額
を
超
え
た

自
己
負
担
分
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
個
別
に
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

不
妊
症
・
不
育
症
で

　
　
　
お
悩
み
の
方
へ

い
ま
ど
き
の“
子
育
て
”事
情
♪
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活
動
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

心
身
の
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
一

緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
は
じ
め
の
一

歩
」
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
！

　
お
試
し
参
加
・
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

　
希
望
者
は
、
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
健

康
推
進
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
随
時

募
集
も
し
て
い
ま
す
。）

【
火
よ
う
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

会
　
場
　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
75
歳
以
上
の
方
で
閉
じ
こ
も
り

　
　
　
　
が
ち
な
方

費
　
用
　
昼
食
代
は
自
己
負
担

内
　
容
　
手
作
業
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

【
話
・
笑
・
和
く
ら
ぶ
】

日
　
時
　
毎
週
水
曜
日
（
第
５
水
曜
は
休
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

会
　
場
　
若
者
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
で
楽
し
く
頭
や

　
　
　
　
体
を
動
か
し
た
い
方

費
　
用
　
無
料
（
イ
ベ
ン
ト
時
等
は
自
己

　
　
　
　
負
担
有
）　

内
　
容
　
体
操
、
振
動
刺
激
ト
レ
ー
ニ
ン

　
　
　
　
グ
装
置
に
の
っ
て
筋
力
ア
ッ
プ

　【
歩
こ
う
会
】

日
　
時
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
　
場
　
主
に
村
内

対
象
者
　
体
を
動
か
す
こ
と
に
興
味
の
あ

　
　
　
　
る
方

費
　
用
　
村
外
移
動
の
場
合
は
自
己
負
担

内
　
容
　
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

【
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　
毎
月
第
１
・
３
金
曜

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
　
場
　
上
小
阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
方
で
、

　
　
　
　
関
節
痛
や
筋
力
低
下
、
転
倒
等

　
　
　
　
の
心
配
の
あ
る
方

費
　
用
　

・
自
宅
で
使
う
ボ
ー
ル
１
、
１
０
０
円

・
教
室
受
講
料
は
、
新
規
参
加
者
は
４
回

ま
で
無
料
、
そ
の
後
継
続
参
加
の
場
合

は
1
回
３
５
０
円

※
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
、
指
示
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
70
歳
未
満
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
上
小
阿
仁
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
、
10
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
合
言

葉
に
、
食
生
活
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、「
各
集
落
で
の
伝
達

講
習
」「
八
木
沢
カ
フ
ェ
の
協
力
」「
男
性

の
料
理
教
室
」「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
弁
当

づ
く
り
」
等
を
し
ま
し
た
。

「
食
」
に
関
心
の
あ
る
方
、
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
？

　
興
味
の
あ
る
方
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
４
月
28
日
（
木
）
ま
で
健
康
推
進

班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予
定

の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅（
２
０
１
６

秋
の
旅
）」。
の
集
録
を
行
い
ま
す
。

　
俳
優
、
火
野
正
平
さ
ん
が
東
京
都
を
出
発

し
東
北
を
北
上
し
北
海
道
を
目
指
す
旅
で
す
。

　
旅
の
手
が
が
り
は
、
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
一
通
の
手
紙
で
す
。

　
番
組
で
は
、
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、
村
内
の「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」

に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
秋
田
県
の
放
送
予
定

　
６
月
27
日（
月
）
～
７
月
１
日（
金
）

〇
応
募
期
限

　
５
月
16
日（
月
）
必
着

〇
応
募
内
用

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、年
齢
、思

い
出
の
場
所
、風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

〇
応
募
方
法
　

　
番
組
H
P
 www.nhk.or.jp/kokorotabi/

　
Ｆ
ａ
ｘ
　
０
３

−

３
４
６
５

−

１
３
２
７

　
郵
　
送
　
〒
１
５
０

−

８
０
０
１

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」
係

●
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
　
０
５
７
０

−

０
６
６

−

０
６
６

　
　
　
ま
た
は

　
　
☎
０
５
０

−

３
７
８
６

−

５
０
０
０

写
真
提
供
Ｎ
Ｈ
Ｋ

い
き
い
き
健
康
づ
く
り

　
　
　 
参
加
者
大
募
集

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

　
　
　
　
　
　
大
募
集
中

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　 

お
手
紙
募
集
の
お
知
ら
せ
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隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
で
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
し

て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
を
し
ま
し

た
。

　
今
後
は
住
民
の
立
場
か
ら
上
小
阿
仁
村

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

戴
し
な
が
ら
、
皆
様
と
共
に
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
て
の
事
柄
に
お
い
て
、「
私
が
や
っ

た
」と
言
え
る
よ
う
な
こ
と
は
何
一
つ
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
た
だ
の
き
っ
か
け
で
、

全
て
は
皆
様
の
お
持
ち
で
あ
っ
た
力
に

よ
っ
て
、
理
想
や
、
あ
る
い
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
楽
し
い
こ
と
、
嬉
し
い
こ

と
が
現
実
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
そ
ん
な
す
ご
い
力
を
持
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
と
、
こ
の
上
小
阿

仁
が
大
好
き
で
す
。
幸
せ
な
隊
員
活
動

で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
大
海
の
家
を
引
き
続

き
お
借
り
し
な
が
ら
、
生
涯
を
か
け
て

私
に
で
き
る
上
小
阿
仁
の
地
域
お
こ
し
、

地
域
づ
く
り
を
、
自
身
も
修
行
を
重
ね

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

今
ま
で
以
上
に
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
水
原
最
後
の

隊
員
日
誌
で
し
た
。
で
は
ま
た
。

　
水
原
で
す
。
村
中
を
覆
い
つ
く
し
て

い
た
雪
は
す
っ
か
り
鳴
り
を
潜
め
、
か

わ
り
に
真
っ
黄
色
の
花
粉
が
縦
横
無
尽

に
村
を
駆
け
回
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

な
す
す
べ
な
く
涙
と
鼻
水
に
ま
み
れ
る

今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
2
0
0
9
年
11
月
よ
り
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
2
0
1
2
年
11
月
よ

り
地
域
活
性
化
応
援
隊
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
6
年
半
の
長
き
に
渡
り
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
3
月
を

持
ち
ま
し
て
隊
員
活
動
を
終
了
し
、
一

個
人
と
し
て
上
小
阿
仁
と
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
誠
に
突
然
の
お

知
ら
せ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
紙
面
で
の

ご
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
皆
様
に
つ
き
ま

し
て
は
、
不
調
法
い
た
し
ま
す
。
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
八
木
沢
で
3
年
半
、
大
海
で
3
年
生

活
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
常
に
村
の
皆
様

の
大
い
な
る
優
し
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

「
都
会
の
青
白
い
お
坊
っ
ち
ゃ
ん
」は
一

日
一
日
を
過
ご
し
、
平
穏
無
事
に
今
日

ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
八
木
沢
で
生
き
方
を
教
わ
り
、
多
く

の
集
落
で
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
八
木
沢
番
楽
、
稲
作
、

畑
作
、
K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
秋
田
や
武
蔵
野
大
学
と
の
連
携
な

ど
、
い
ず
れ
も
過
分
な
お
力
添
え
を
頂

地
域
活
性
化
応
援
隊
日
誌
　

 

〜
水
原
編
〜
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平
成
21
年
11
月
20
日
秋
田
県
で
初
と
な

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
八
木
沢
に

着
任
。
神
奈
川
県
出
身
で
着
任
当
時
は
22

歳
と
若
い
青
年
だ
っ
た
が
持
ち
前
の
行
動

力
と
人
か
ら
好
か
れ
る
性
格
で
集
落
へ
す

ぐ
に
溶
け
込
み
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
20
年
以
上
途
絶
え
て
い
た
八

木
沢
番
楽
復
活
・
伝
承
の
中
心
人
物
と
し

て
活
動
し
、
27
年
に
新
潟
で
行
わ
れ
た

「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
も
披
露
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
11
月
20
日
か
ら
は
地
域
活
性

化
応
援
隊
と
し
て
総
務
課
に
在
籍
し
な
が

ら
、
様
々
な
行
事
や
活
動
に
参
加
、
引
き

続
き
村
民
の
方
々
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

　
同
年
か
ら
行
わ
れ
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ

Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
で
は
作
家
、
地

域
住
民
、
来
場
者
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
に
大
き
く
貢
献
し
27

年
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
象
徴
と
し
て
メ

イ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
身
大
学
で
あ
る
武
蔵
野
大
学
の
学
生

の
受
け
入
れ
事
業
で
は
、
頼
れ
る
大
先
輩

と
人
柄
か
ら
、
多
く
の
学
生
が
上
小
阿
仁

村
を
希
望
し
多
く
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
平
成
27
年
に
は
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

が
評
価
さ
れ
秋
田
で
行
わ
れ
た
協
力
隊
の

研
修
会
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
し
て
参
加

を
し
、
11
月
に
は
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、
総
務
省
主
催
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

あ
り
が
と
う 

水
原
さ
ん
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り
で
す
。

　
少
な
く
と
も
私
の
小
さ
い
時
に
比
べ
た

ら
、
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

ソ
フ
ト
事
業

　
ソ
フ
ト
関
連
事
業
費
約
2
千
万
円
を
予

算
化
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
バ
ス
や
内
陸
鉄
道

の
定
期
を
購
入
し
た
場
合
の
補
助
。
高
校

生
を
対
象
と
し
た
シ
ア
ト
ル
へ
の
海
外
研

修
。
保
育
料
の
補
助
。
医
療
費
の
中
学
生

ま
で
の
無
料
化
。
八
木
沢
番
楽
の
一
般
講

習
会
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
カ
タ
ロ

グ
化
。
森
林
等
認
証
。
出
会
い
創
出
事
業
。

移
住
定
住
対
策
。
資
格
取
得
支
援
。
Ｗ
Ｉ

Ｆ
Ｉ
整
備
。
年
金
生
活
者
等
臨
時
福
祉
給

付
。
担
い
手
確
保
経
営
強
化
支
援
な
ど
。

ハ
ー
ド
事
業

　
投
資
的
事
業
費
約
５
億
４
千
万
円
を
予

算
化
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
北
秋
田
市
ク
リ
ー

ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
。
村
道
及

び
橋
り
ょ
う
補
修
。
公
営
住
宅
修
繕
。
沖

田
面
地
区
統
合
水
道
。
小
沢
田
施
設
他
農

業
集
落
排
水
施
設
整
備
。
学
校
パ
ソ
コ
ン

整
備
。
造
材
事
業
。
専
用
林
道
整
備
。
元

気
な
中
山
間
農
業
応
援
事
業
な
ど
。

　
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
が
費
用
対
効
果

を
発
揮
し
て
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
全

村
民
が
住
み
良
い
環
境
整
備
に
つ
な
が
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

総
合
計
画
の
執
行

　
村
の
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
て
い
る
過

疎
地
域
活
性
化
自
立
促
進
計
画
を
４
月
か

ら
実
施
し
ま
す
。
　
　
　

　
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
五
カ

年
を
策
定
し
た
。

　
10
年
、
20
年
を
見
通
し
た
も
の
と
し
て
、

財
政
計
画
に
よ
っ
て
、
予
算
化
し
、
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
。

　地
方
創
生
事
業

　
村
民
が
楽
し
く
、
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
村
づ
く
り
の
一
端
と
し
て
、「
ひ
と
・

ま
ち
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の
策
定
が
あ

る
。

　
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
し
て
、
人
口
減

少
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、
子
育
て
世
代

の
生
活
環
境
整
備
を
行
う
が
、
子
供
か
ら

老
人
ま
で
総
合
的
な
事
業
と
し
て
い
く
。

卒
業
と
入
学
式

　
子
供
は
村
の
宝
で
す
。

　
村
の
子
供
は
、
優
秀
な
子
ど
も
達
ば
か

　
雇
用
の
場

　
日
本
機
械
の
社
長
さ
ん
と
話
し
た
。

　
村
の
誘
致
企
業
な
の
で
会
社
で
働
い
て

も
ら
い
た
い
と
話
し
て
い
た
。

　
小
型
木
質
バ
イ
オ
発
電
の
会
社
の
社
長

さ
ん
が
、
北
秋
田
市
に
会
社
を
作
る
と
の

こ
と
で
、
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
く
場
所
が
な
い
と
村
民
か
ら
は
、
言

わ
れ
る
が
、
ピ
ー
ア
ー
ル
不
足
か
も
し
れ

な
い
。

村
長
の
動
静

（
平
成
28
年
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

村
長
交
際
費
（
平
成
28
年
３
月
1
日
〜
３
月
31
日
）

１
日
㈫
　
３
月
定
例
議
会（
11
日
ま
で
）

12
日
㈯
　
上
小
阿
仁
中
学
校
卒
業
式

14
日
㈪
　
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
秋
田
２
０
１
５
第
３
回
実
行
委
員
会

15
日
㈫
　
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
知
事
表
彰
伝

　
　
　
　
達
式
防
災
計
画
審
議
会

　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６
実
行
委

　
　
　
　
員
会

16
日
㈬
　
教
育
委
員
辞
令
交
付

17
日
㈭
　
上
小
阿
仁
小
学
校
卒
業
式

19
日
㈯
　
か
み
こ
あ
に
保
育
園
卒
園
式

20
日
㈰
　
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
万
灯
火
大
会

23
日
㈬
　
上
小
阿
仁
村
特
産
品
商
品
開
発
事
業

　
　
　
　
新
商
品
発
表
会

　
　
　
　
集
落
協
力
員
会
議

24
日
㈭
　
土
地
改
良
区
総
代
会

25
日
㈮
　
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
秋
田

　
　
　
　
県
知
事
プ
レ
ゼ
ン（
秋
田
市
）

　
　
　
　
日
本
機
械
業
務
発
表
会（
大
潟
村
）

29
日
㈫
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会・評
議
会

31
日
㈭
　
退
職
職
員
辞
令
交
付

日
本
機
械
工
業
㈱

平
成
28
年
度
経
営
計
画
発
表
会

５
、０
０
０
円

（１）

未来づくり協働プログラム策定確認
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3
月
慶
弔
だ
よ
り

〈　 　〉世帯
〈　 　〉人　
〈－ 　〉人　
〈－ 　〉人　
〈　 　〉人　
〈　 　〉人　

〈前月比〉
1,160
2,490
1,170
1,320

5
27

（1）
（22）
（2）
（20）
（0）
（0）

＋3
－23
9
14
＋2
＋24

平成28年3月末現在

（ ）は、うち外国人住民

（
3
月
1
日
～
3
月
31
日
）

◆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
小
林
　
九
郎
兵
衛  

さ
ん（
95
）下
五
反
沢

　
◆
善
意

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し

　
鈴　
木　
克　
夫
　
さ
ん
　（
沖
田
面
）

　
鈴
　
木
　
幸
　
男
　
さ
ん
　（
沖
田
面
）

　
山　
田　
俊　
逸
　
さ
ん
　（
沖
田
面
）

　
武　
石　
忠　
孝
　
さ
ん
　（
下
仏
社
）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
ご
遺

族
を
対
象
と
し
た
海
外
慰
霊
巡
拝
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
次
の
地
域

で
実
施
予
定
で
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
実
施
地
域
）

　
旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

●
問
合
せ
先

　
秋
田
県
健
康
福
祉
部

　
　
福
祉
政
策
課
　
援
護
班

☎
０
１
８

−

８
６
０

−

１
３
１
８

　
３
月
７
日（
月
）、午
前
10
時
に
役

場
駐
車
場
で
放
射
線
量
を
測
定
し
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
47
回
定
点
測
定

平
均
０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
毎
時

※
測
定
結
果
は
５
回
測
定
の
平
均
値

で
す
。

※
秋
田
県
の
通
常
レ
ベ
ル
範
囲
は

０
・
０
２
２
～
０
・
０
８
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
で
す
。

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
行
政
相
談
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と

関
係
行
政
機
関
等
の
間
に
立
っ
て
、
問
題

の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ

役
」
で
す
。

　
次
の
と
お
り
定
例
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
会
】

　
５
月
６
日
（
金
）

　
開
発
セ
ン
タ
ー　

午
前
10
時
～
正
午

　
相　
談　
員
　
　
伊
　
藤
　
完
　
市

※
次
回
予
定  

６
月
３
日（
金
）

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

放
射
線
量
定
点
測
定
結
果

○
公
営
住
宅

・
野
中
団
地

　
沖
田
面
字
野
中
２
０
１
番
地
（
１
戸
）

　
　
木
造
平
屋
３
Ｋ

（
家
賃
１
０
、７
０
０
円
～
１
６
、０
０
０
円
）

・
古
川
布
団
地

　
小
沢
田
字
様
ノ
下
１
１
７
番
地
（
１
戸
）

　
　
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
賃
１
１
、９
０
０
円
～
１
７
、７
０
０
円
）

○
単
独
住
宅

・
水
無
団
地

　
沖
田
面
字
水
無
31
番
地
（
２
戸
）

　
　
木
造
平
屋
２
Ｄ
Ｋ

（
家
賃
６
、０
０
０
円
～
１
２
、０
０
０
円
）

　
　
※
高
齢
者
等
に
限
る

○
入
居
資
格

・
収
入
基
準
（
世
帯
月
額
所
得
）
を
満
た

す
こ
と

　（
公
営
住
宅
１
５
８
、０
０
０
円
以
下
、

単
独
住
宅
１
５
８
、０
０
０
円
以
下
）

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
家
賃

　
世
帯
人
員
数
、
所
得
等
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す

○
敷
金

　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

○
募
集
期
間

　
４
月
11
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

　
　
※
土
日
祝
祭
日
除
く

○
申
込
方
法

　
入
居
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
（
入
居
す
る
方
全
員
分
）

・
住
民
票
・
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
て
決
定

し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先
・
提
出
先

　
建
設
課
　
建
設
班
　☎
（
77
）
２
２
２
４

　
村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

平
成
28
年
度

　
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て
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福舘健康教室
（10：00～
福舘い樹い樹交流センター）

大阿瀬健康教室
（10：00～

大阿瀬公民館）

水無健康教室
（10：00～

水無公民館）
さわやかクラブ
（9：00～　大潟村）

話・笑・和くらぶ
（13：00～

若者センター）

上仏社健康教室
（10：00～
上仏社担い手センター）

転倒予防教室
（9：30～

若者センター）

歩こう会
（10：00～
学習センター　　
あずま屋集合）

転倒予防教室
（9：30～

若者センター）

さわやかクラブ
（13：30～

開発センター）

転倒予防教室
（9：30～

若者センター）

さわやかクラブ
（13：30～

開発センター）

ひよこの会
（10：00～

保健センター）

保健補導員会議
（13：30～

開発センター）

火ようクラブ
（10：00～

保健センター）

中五反沢健康教室
（10：00～11：30
中五反沢公民館）

小沢田健康教室
（10：00～

小沢田公民館）

話・笑・和くらぶ
（13：00～

若者センター）

火ようクラブ
（10：00～

移動研修）

昭和の日

全村クリーン
アップ

福舘健康教室
（10：00～
福舘い樹い樹交流センター）

長信田健康教室
（10：00～
長信田交流センター）

沖田面健康教室
（10：00～

沖田面公民館）
大海健康教室
（10：00～大海公民館）
話・笑・和くらぶ
（13：00～若者センター）

福舘健康教室
（10：00～
福舘い樹い樹交流センター）

日 SUN 月MON 火 TUE 水WED 木 THU 金 F R I 土 SAT

（平成28年4月10日から平成28年5月9日まで）

４・５月の
村民カレンダー

４月分納期限のお知らせ

軽自動車税 ５月２日（月）
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雪解けと共に、
緩まぬ防災意識を

　火災の発生が多くなる時期を迎えるにあたり、火災発生の予防と村民の防災意識の高揚
を図ることを目的に４月３日（日）春の一斉放水を行いました。
　当日は３分団、総勢68名の団員が福舘地区の、友倉川周辺に集結。当日は川の水が少な
く、心配されましたが、ポンプのけたたましい音とともに、放水は綺麗な放物線を描きまし
た。
　トレーニングセンターで行われた閉会式では北林義髙団長から「今年は雪が少なく、既
に他では、原野火災が発生しています。団員の方も普段から火災予防に十分注意をお願い
したい。また、山菜の季節も迎え捜索依頼も考えられるため、より一層のご協力をお願いし
ます」と訓示がありました。続いて、小林喜博上小阿仁分署長から「寒い中の訓練大変お疲
れ様でした。今日の訓練は大変良好となりました。火災の際は迅速な対応を引き続きお願
いします」と講評がありました。
　村民１人ひとりが防災意識を常に持ち、村民一丸となって火災の起こさない村を目指し
ましょう。

印
刷
／
成
文
社

４
月
は 「
身
体
障
害
者
福
祉
強
化
運
動
月
間
」で
す
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